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 津波に負けず芽を出したかぼちゃ  

“
草
花
や
樹
木
か
ら
命
の
尊
さ
、
生
き

る
意
味
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
” 

ブ
ド
ウ
も
実
を
付
け
て
く
れ

ま
し
た
。
十
月
ご
ろ
収
穫
期
で

す
。 

 

震
災
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
を
見

て
自
分
は
何
も
し
て
な
い
な
っ
て
思
う
ん

だ
よ
ね
。
庭
に
植
え
た
草
花
や
樹
木
か
ら
緑

の
葉
っ
ぱ
が
生
え
、
芽
が
出
て
く
る
の
を
見

な
が
ら
命
の
尊
さ
、
強
さ
を
教
え
て
も
ら
っ

て
る
ん
だ
よ
。
（
Ｙ
さ
ん
） 

被
災
者
の
方
の
思
い
は･

････ 

「これはオレと同じ何の役にもたたねえ 

ボケナスだ～」でも震災後も実をつけて 

くれたよ（＾＾） 

笠野のいちごのシロップを使っ

たムースをご馳走になりました 
ほんのちょっとしたお手伝いなのに････ 

 本当に東北の方は、おくゆかしくて遠慮がちな方が多

いのにはおどろきます。以前支援に入ったお宅の方か

ら、「あそこのお家もこまってるから」というお話を聞

き行ってみました。仕事は 2 階の荷物を 1 階に降ろして

おいしかった（＾ ；^ ご馳走になりました。

この手作りムースは、地域の被災者の方が作

られたもの。ボランティアとしては恐縮しま

したが、地元のいちごの再生を願いつついた

だきました。 
欲しいというものでした。

支援者の側から丁寧に要

望を聞きだす大切さを学

びました 


